
��できる�� R3131,R3132/N,R3162,U3641シリーズ,U3661
R3261/R3361シリーズ,R3272,R3273,R3267
U4941,U4341

アドバンテスト	のスペアナによる

��レベル��

・スペクトル�	を��した����で��4,000�までExcel に�り�みます。 ��ブック

����の�、#$%にMAX-HOLDを&' することも./で、「2356」や 「9:�;

<」の=>モニタにもCFできます。

�IのシートがPQになるとST%にUのシートにVりWわります。シートがZ[した\3、

シートをST%に]^します。 ��_は、a�bスイープghはi�とな ります。

「 」では、さらにmがnわるごとにpしい ブックをST%に]^しながら、W32-TRACEb2 Excel

40m�までデータを�り$けることができます。この\3、1つの ブックに&vできる�	Excel

データは�� �です。 1mにつき、�� �	の&vとなります。4000 ( 4000 )

・「PEAK」「NEXT-PEAK」「CENTER」「��~�」のデータを��に�り�むことが./です。

・�り�んだスペクトル�	 �Iの１�	だけは、ST%に]�できます。は、 シートにExcel

・��に���を��すると、��を�れた�は��でExcelシートに��され、��Pass/

Failの��ができます。 a�bgh�に��レベルを��に��できます。 また、 CATV

の��/6 ¡¢£¤を��から¦�することもできます。 そして、これら��を�れた�	

だけを に©すことも./です。Excel

・スペクトラムアナライザの��を、パソコンから³うことが./です。

・Excelシートµのアンテナ·¸テーブルのデータをスペクトラムアナライザに¹¡でき

ます。(R3261,R3361など、P£の¿Àは¦く)

Ã Äの�	データを に�り�むと、 のブックサイズは、 ～ ÈÉのファ)4000 Excel Excel 30MB 40MB

イルサイズになります。

W32-TRACEb/TRACEb2 アドバンテスト

W32-TRACEb-R

W32-TRACEb -R2

W32-TRACEb-N

W32-TRACEb -N2

ÎÏ GP-IBボード ÕÖ T];<

390,000�

420,000�

Windows7/8.1/10
(32 or 64bit)
Excel2007/2010
(32bit Only)

ラトックシステムâ

ラトックシステムâ

NIâ

NIâ

��

��

U3641,R3261,R3361,R3267,R3273äは、

アドバンテストæのçèです。

éプログラムはExcelµのアドインと

してT]します。Excelµからéアドイ

ンをìTすると、Excelシートµに、この

ウインドウがîわれます。

「START」ボタンをクリック

すると、��ñの��を³

ったó、��された���

�でスペクトル�	データ

をExcelシートに�り�みま

す。��Äbの��がôい

\3、シートをVりõえなが

ら、��4,000�	まで�り

�みます。

Excelシートに��んだデータは、キーボードから

��したデータと�じように、Excelの¿/をúFし

て、]�・ûü・ýþäをSÿに³うことができます。

éアドインは��んだ�Iのスペクトル�	だけを

ST%に]�しますが、]�	�が�に�らなけれ

ばExcelのグラフウィザードをCFしてSÿに]�を

n�してください。

���の� 
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Excelシート�のカーソルを��/��に��し

データ����� を!"します。

「START」ボタンをクリックするとカーソル� から

データを��みます。

2"345で6"したGP-IBアドレスと=じ?

を6"します。

チェックをDけると、「START」のJ、スペアナの

6"をMNOいません。

アドインをXYします。

アンテナ[\テーブル6"

ó��	

ó��	

ó��	

^_`abのdfとgみhし

データ��を��します。

2"するijをk"します。mnのk"もp

qです。トレースrsはＡだけが��のyz

となります。

2"}、2"~�を���に��します。

ただし、��のyzとなるのは、��に�り�

んだトレースrsだけです。

2"�に「PAUSE」を�すと、１サイクル2"}、

MJ��となり、もうM�「PAUSE」を�すと

2"を��します。

2"を���に��します。

データの����を�の��でk"します。

０から１２０�の�でk"pqです。

「MAX-HOLD」で「��」を6"すると、ここで

6"したJ���の�、MAX-HOLDでrsを

�り�け、¡の2"J�でそのrsを��}、

M£、rsをクリアした}、¡の2"J�まで、

��、MAD-HOLDでrsを�り�けます。

データの����を¤の��でk"します。

０から60¤の�でk"pqです。

スイープ¨rn©ªのk"«¬をNりえます。

スタート¨rnとストップ¨rnでk"するか、

センター¨rnとスパン¨rnでk"するかの

Nです。

スイープ¨rn©ª(MHz)をキーボードから

_`します。

データの��µnをk"します。

１から4０００の�で_`してください。

º»の¼½は、4０００となります。

「STOP」で2"を�¾に�¿できます。

「ÀÁに にdfする」にチェックをDけたBook

¼½は、ここに2"Ànを_`します。

�ÂをÃÄください。

Å"ab?の_`をOいます。

!"#$

「 」だけの��です。W32-TRACEb2

チェックをDけると、ÀDがÆわるごとにÉしい

ブックを���Êしながら2"データをExcel

dfし�けます。

Éしいブックを�ÊするËに、ËÀまでの2"

データは、ファイルÎにÏÐÀをDけてdfさ

れます。 Òえば、 Ï Ð23Àの¼½は2005 11

「 」となります。また、dfされる20051123.xls

フォルダは の「ツール」メニューの「オプショExcel

ン」の「^Þ」タブのカレントフォルダに6"されて

フォルダです。 ��ÃÄ( )

) 4000ß 1À rsを�り�むと、dfされるブックの

サイズは、 ã�になり、40À��り�けると40MB

6 のバードディスクのæçがèéとなります。1. GB

また を に6"している¼½、そのBACKUP ON

バックアップファイルもÀÁに�Êされるため、

ë«のファイルサイズで ã�のハードディ3.2GB

スクのæçをèéとします。

「ÀÁに にdfする」にチェックをDけたBook

¼½は、ここに2"Ànを_`します。

Excelの「ツール」メニューの「オプション」

ÀÁに2"データ がdf(Excel Book)

されるフォルダ� 

2"?のÅ"レベルを¨rnîïÁに_`し

ます。この©ªをðれたデータは、ñòでExcel

シートにóôされます。 また、Å"をðれた

rsだけをExcel�に�り�むこともpqです。

( ÃÄ)}õ
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2"3からö÷した2"3のøùがóôされます。

2"3の「REF.OFFSET」を6"します。

チェックをðすと、「REF.OFFSET」はOFFとなります。

2"3の6"abを_`します。

「üý」とóôされている¼½は、üþの6"abをそのままdÿします。

「MAX HOLD」は、MAX-HOLDモードでk"µnスイープします。

また、µnを１にすると「��」がóôれ、k"された2"J�

��の�、MAX-HOLDモードで��スイープします。

「AVERAGE」は、AVERAGEモードでk"µnスイープします。

「NORMAL」は��モードで１µだけスイープします。

üþデータ_`�のExcelブックを"��に � きdf します。dfする��を2"µnの��で_`します。「 」

ß)��qのパソコンを��する¼½、	
なバックアップをすることはお�めできません。

Òえば、rsデータを1000ã�まで�り�むと、Bookサイズが10MBã�になり、そのBookが	
にdfされ

ることになり、パソコンの�きな��となったり、�きなJ�ロスとなります。 また、パソ コンのトラブルに~びつい

たりします。バックアップファイルが�Êされるフォルダは、デフォールトでは、 の「ツール」メニューの「オプシExcel

ョン」から^Þタブを��してóôされるカレントフォルダの� です。

2"データö÷のJ、2"3の6"ab(RBW,VBW,SWEEP TIME

,ATT,REF OFS)を=Jに�り�みます。

��>?�@B

アンテナDFテーブルの?�

Ã）ここで��できない��は、
��にTで��してください。

��HIJ

ÏÐÀ／J�

2"3の6"ab (RBW,VBW,

SWEET TIME,ATT,REF OFS)

PEAK,NEXT-PEAK,CENTERの

2"~�

スペクトルrsデータ（レベル?）

Å"?をðれた?はñòóô

されます。

スペクトルrsデータ（¨rn）

データが��される��

アドインを��するËに、アンテナ[\テーブルの

データをExcelシートに、¨rn(MHz)／[\?(dB)

を１ペアで��の�にキー_`します。

¨rnはMHzの��、[\?はdBの��で_`

します。èず�«!に_`してください。

Excelシート�のカーソルを、¨rnデータの"#

に いて、アドインを��します。パソコンとスペア

ナは$�ý%にしてください。

①

②

③

アドイン��}、Ë&のメイン'(の「ＥＭＣ」

ボタンをクリックします。「EMCの6"-.」が

óôされます。（��）

「アンテナ[\テーブル_`」ボタンをクリック

します。Excelシート�のデータが/¡、スペアナ

に0り�まれます。0÷XYは、¨rnまたは

[\?のどちらか、または、ë«の_`がº»

になるまでです。また、��５１ステップまでです。

Excelシート�のカーソル
を����に��します。

「[\��」や「アンテナ・タイプ」
の��6æで2"3を6"します。

アンテナ[\／レベル[\
をOFFにします。

ß）ここで_`した[\テーブルを78にするためには

2"9OËにèず、2"3のレベル[\をONに6"

して�さい。

「[\��」で「レベル[\ON」をチェックし、「6"9

O」をクリックします。

Ã）R3261,R3361ä、¿Àによりこの¿/がCFできない\3があります。

rsデータの１:でもÅ"?を

ðれた¼½、この「レベル」;<

がñòóôされます。
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N�@B?�のOP

¨rn©ªごとに、Å"レベル

を_`します。

��８>?までのÅ"ïの

6"がpqです。

チェックをDけると、�Âに_`したÅ"abが78になります。

Å"?をðれたrsだけをExcel�に@します。 チェックを つけた¼½、rsデータはAµExcelシートにM£�り�まれますが、PASSの¼½は、

Ëµのrsデータに�に� きをBりDします。 FAILデータの¼½、そのデータをExcelシートに@し、¡のEに��� が��します。

¨rn©ªの_`では、�F/�Fのë¨rnをèず_`してください。

GFだけでは、Å"がH8になります。

Å"PASS©ªは、�F/�FのëF_`またはGFだけでの_`がpqです。

ëFの_`をOった¼½、その©ªを�または�にðれたときFAILとなります。

�Fだけを_`した¼½、その?をIえたときFAILとなります。

�Fだけを_`した¼½、その?を�µったときFAILとなります。

Å"abをExcelシートから�り�みます。(JLは��ÃÄ)

Å"MðabをExcelシートから�り�みます。(JLは��ÃÄ)

Å"Mð¨rn©ªを6"し

ます。 CATVの¼½、OP/Q

RSの÷TをÅ"からMðし

ます。

��５０>?まで6"Jきます。

N�QSUV N�QSUV

N�レベル

Excel�のカーソルを��

��に��します。

Å"MðUTをアップダウンします。 � �５０までの_`がpqです。

YÅ"MðUTごとに、Å"をMðする¨rn©ªを_`します。

Å"Mð©ªの_`«¬をNえます。

1.�Z¨rnと¨rn©ªで_`します。

2.�F¨rnと�F¨rnで_`します。

もしèéなら、YÅ"Mð©ªにコメントを_`します。

ここへの_`は、º»でかまいません。

Å"Mð¨rn©ªを_`します。

èずë»に\Nなn?を_`してください。

GFだけの_`はH8となります。

XY
ノイズXY

ノイズ

この� にカーソルを いて、�Â、Å"abの

「�]」ボタンをクリックすると、Excelシート�の

データがÅ"abの_`»に�り�まれます。

^Ëに、Å"abをExcelに_`しておくèéが

あります。

この� にカーソルを いて、�Â、Å"Mð¨rn©ªの

「�]」ボタンをクリックすると、Excelシート�のデータがÅ"

Mð¨rn©ªの１から/Uに�り�まれます。

^Ëに、Å"Mð¨rn©ªをExcelに_`しておくèéが

あります。

�F/�Fで_`の¼½は、「１」を_`し

�Z¨rnと¨rn©ªでの_`はº

»にします。

「N�@B」の「]^」ボタンのadOP 「N�QSf�gUV」の「]^」ボタンのadOP

スペクトラム�k

ここでの¨rn_`©ªは、１ページjのスイープ¨rn©ªとはHabで_`できます。

Å"MðUTをóôします。ここをダブルクリックすると、「１」にcります。
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